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月刊反トマホーク通信改題

ゞ----母．クーー，｀二零裟知磁釦—必
板門店・国連軍第五哨所から「帰らざる端」 （右端）と北の野山をのぞむ (2月5日撮影）。

太平洋に壁はいらない
ニック・マクレラン
の太平洋レポート

アメリカ西海岸の旅

空砥の新母港化に反対
（ヨコスカ）

［発行］トマホークの配備を許すな！全国運動

●維持会員（月間会費）

団体 1口 2000円

個人 1口 1000円

●参加会員（月間会費）

団体 1口 1000円

個人 1口 500円

●通信会員

年間 1口

2000円

あなたも仲間に！ （会費は本誌購読料を含みます）
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壁
は
い
ら
な
い

太
平
洋
に

●
二
月
一
日
か
ら
七
日
ま
て
、
ソ
ウ
ル
に
い
た
。
反

ト
マ
全
国
運
動
が
参
加
し
て
い
る
国
際
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、

P
C
D
S
（
海
の
軍
備
撤
廃
を
1
・
太
平
洋

運
動
）
の
運
営
会
議
に
オ
プ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加

し
た
。
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
因
、
日
本

の
七
ヵ
国
か
ら
活
動
家
が
あ
つ
ま
り
、
草
の
根
国
際

協
力
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
を
議
論
し
た
こ
の
会
議
に

つ
い
て
は
次
号
以
降
で
あ
ら
た
め
て
報
告
が
あ
る
だ

ろ
う
。
韓
国
の
反
核
•
平
和
運
動
の
人
々
と
交
流
と

意
見
交
換
も
で
き
た
。
大
き
な
成
果
だ
っ
た
。

●
会
議
の
合
間
を
縫
っ
て
、
板
門
店
（
パ
ン
ム
ン
ジ

ム
）
に
行
っ
た
。
ソ
ウ
ル
か
ら
六
五
キ
ロ
、
車
で

ゎ
ず
か
一
時
間
半
。
で
も
、
輯
国
国
民
に
と
っ
て
は
、

こ
こ
は
限
り
な
く
遠
い
場
所
だ
。
訪
わ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
外
国
人
の
み
。
そ
れ
も
、
二
旦
削
ま
で
に

パ
ス
ポ
ー
ト
番
号
の
申
告
が
必
要
。
一
日
一
本
の
観

一
月
三
十
日
に
発
表
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
新
し
い

「
国
防
報
告
」
は
一
，
ソ
連
の
ア
メ
リ
カ
及
び
同
盟
国

へ
の
侵
攻
の
可
能
性
は
戦
後
最
低
」
と
述
べ
た
。
ア

メ
リ
カ
の
軍
事
費
は
要
求
ベ
ー
ス
で
前
年
度
比
ニ
・

六
％
減
と
な
っ
た
◇

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ク
ラ
ー
ク
空
軍
基
地
、
韓
国
の
大

邸
、
光
州
、
水
原
基
地
の
閉
鎖
、
「
チ
ー
ム
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
」
演
習
の
縮
小
、
岩
国
、
沖
縄
の
海
兵
隊
の

一
部
撤
退
、
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ア
イ
オ
ワ

な
ど
の
退
役
、
在
韓
米
軍
の
削
減
そ
し
て
在
日
米
軍

の
五
0
0
0
人
削
減
計
画
・
'
•
O

マ
ル
タ
で
の
合
意
は
、
こ
こ
太
平
洋
で
も
具
体
的

な
姿
を
あ
ら
わ
し
始
め
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
政
府

が
み
ず
か
ら
告
白
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
戦
力
の

合
理
化
・
効
率
化
の
色
彩
の
方
が
強
い
。
「
前
方
展

開
戦
略
」
は
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
軍
縮
」

と
同
時
進
行
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
海
の
軍
拡
で

あ
る
こ
と
は
、
日
本
の
私
た
ち
が
一
番
よ
く
知
っ
て

い
る
。
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
二
隻
と
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
に
か

わ
る
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
横
須
賀
母
港
化
、

慧
璽
か
ら

光
バ
ス
だ
け
が
板
門
店
へ
の
「
足
」
だ
。
案
内
書
に

は
―

T
シ
ャ
ツ
、
ジ
ー
ン
ズ
は
だ
め
、
き
ち
ん
と
整

髪
せ
よ
云
々
一
と
あ
っ
た
。
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

●
地
雷
原
を
ぬ
け
て
着
い
た
そ
こ
は
ま
ち
が
い
な
く
‘

冷
戦
の
＿
現
塙
l

だ
っ
た
。
日
本
語
ガ
イ
ド
の
女
性

は
、
国
連
軍
（
実
は
米
軍
）
の
勇
敢
さ
を
た
た
え
、

と
き
に
口
汚
な
い
ま
で
に
「
共
和
国
」
を
の
の
し
つ

た
。
だ
ま
っ
て
う
な
ず
く
観
光
客
た
ち
。
日
本
人
が

大
半
を
し
め
る
そ
の
群
れ
の
中
に
僕
も
い
た
。
そ
の

旦
一
月
五
日
、
続
一
を
訴
え
て
軍
事
境
界
線
を
北
か

ら
南
へ
越
え
た
女
子
大
生
林
秀
卿
（
イ
ム
・
ス
ギ

m

ン
）
さ
ん
に
懲
役
十
年
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。

●
行
き
の
ハ
ス
の
中
て
、
ふ
と
見
る
と
寒
さ
で
星
っ

た
ガ
ラ
ス
窓
に
ヒ
ー
ス
・
マ
ー
ク
が
書
か
れ
て
い
た
。

板
門
店
⑦
将
校
専
用
食
堂
で
昼
食
を
す
ま
せ
て
バ
ス

に
戻
る
と
、
そ
れ
は
き
れ
い
に
消
さ
れ
て
い
た
。

（
田
巻
一
彦
）

こ
れ
が
私
た
ち
が
目
の
前
に
し
て
い
る
現
実
だ
。

日
米
政
府
に
よ
る
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
事
件
の
「
幕

引
き
」
は
、
こ
の
事
件
が
「
終
わ
っ
て
い
な
い
」
か

ら
こ
そ
必
要
だ
っ
た
。
自
民
党
安
定
多
数
と
い
う
結

果
に
終
わ
っ
た
衆
議
院
選
挙
で
は
、
「
核
」
や
「
軍

縮
」
は
争
点
の
二
つ
」
に
す
ら
な
ら
な
か
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
矢
継
ぎ
早
の
「
軍
縮
提
案
」
に
日
本

政
府
は
戸
惑
い
な
が
ら
、
あ
あ
そ
う
で
す
か
と
う
な

ず
く
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
私
の
出
番
と
「
防
衛
分
担
」

に
乗
り
出
す
。

ま
る
で
冷
戦
終
結
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
太

乎
洋
。
取
り
残
さ
れ
た
あ
り
よ
う
を
作
っ
て
い
る
の

は
誰
だ
ろ
う
か
。
理
想
も
哲
学
も
な
い
、
た
だ
金
儲

け
だ
け
の
日
本
、
そ
し
て
日
本
人
。
も
う
い
い
か
げ

ん
に
し
よ
う
。

ベ
ル
リ
ン
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
太
平
洋
に

「
壁
」
は
い
ら
な
い
。
そ
れ
を
突
き
く
ず
す
の
は
あ

な
た
、
そ
し
て
私
。
も
う
、
戦
争
の
機
械
は
い
ら
な

い

。

核

艦

船

の

母

港

は

い

ら

な

い

。

●

●

E
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トマ喰い虫とは、神奈川県横須！

賀市の久里浜中学の生徒が考え出i

iしたトマホークを食べてしまう生］

き物です。今、世界中で繁硝して 1

Iいる益虫なのだ！ l 
！ 

反
対
派
に
対

す
る
衿
迫
・
放
火
、
つ
い
に
は
暗
殺
事
件
ま
で
引
き

起
こ
さ
れ
た
が
、
今
回
は
そ
の
よ
う
な
圧
力
も
影
を

ひ
そ
め
、
投
票
は
平
租
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
。

非
核
悪
法
は
守
ら
れ
た
。
し
か
し
、
安
心
は
で
き

な
い
。
自
由
連
合
推
進
派
で
あ
る
エ
ピ
ソ
ン
大
統
領

は
敗
北
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
国
民
の
過
半
数
が
自

由
連
合
に
賛
成
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
」
と
表
明
し

た
。
悪
法
を
改
正
し
て
、
協
定
批
准
に
必
要
な
パ
ー

セ
ン
テ
イ
ジ
を
七
五
％
か
ら
五
0
％
に
ひ
き
さ
げ
よ

う
と
い
う
画
策
が
再
び
始
ま
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
も
ベ
ラ
ウ
の
軍
事
利
用
を

あ
き
ら
め
て
い
な
い
。
穀
近
一
部
リ
ー
ク
さ
れ
た

「
国
防
政
策
指
針
一
九
九
0

1

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

か
わ
る
基
地
の
候
補
地
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
日
本
と
並
ん
で
「
太
平
洋
の
ア
メ
リ
カ
領
の

島
」
を
あ
げ
て
い
る
。

非
核
悪
法
制
定
か
ら
十
年
。
ベ
ラ
ウ
に
デ
タ
ン
ト

と
平
和
の
訪
れ
る
日
は
ま
だ
遠
い
。

●
W
E
S
P
A
C
財
団
発
行
「
ベ
ラ
ウ
・
ア
ッ

プ
デ
イ
ト
」
（
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ャ
イ
t
l
氏

編
集
）
＃
1
8
と
太
平
洋
問
題
資
料
セ
ン
タ
ー
発

行
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
プ
レ
テ
ィ

ン
」
二
月
号
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
五
ペ
ー
ジ

に

関

連

記

事

。

（

絹

集

部

）

米
と
の
自
由
連
合
に

七
度
目
の
「
ノ
ー
」

二
月
六
日
、
非
核
惹
法
で
知
ら
れ
る
ベ
ラ
ウ
共
和

国
で
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
自
由
連
合
協
定
を
め
ぐ
る

七
回
目
の
国
民
投
票
が
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
協
定

批
准
賛
成
が
六
0
•
四
％
、
反
対
が
三
九
・
ニ
％
、

無
効
が
0

・
三
％
（
開
票
率
約
九
0
%
)
。
賛
成
票

は
悪
法
の
定
め
る
批
准
に
必
要
な
七
五
％
に
届
か
ず
、

自
由
連
合
は
今
回
も
拒
否
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
信
託
統
治
終
了
後
の
ベ
ラ
ウ
の

政
治
的
地
位
を
定
め
る
自
由
連
合
協
定
は
、
経
済
援

助
と
引
き
換
え
に
ア
メ
リ
カ
に
国
土
の
半
永
久
的
な

軍
事
利
用
を
認
め
る
内
容
。
核
兵
器
や
化
学
兵
器
の

領
内
持
ち
込
み
・
貯
蔵
を
禁
じ
た
憲
法
と
は
決
し
て

あ
い
い
れ
な
い
も
の
だ
。

今
回
の
賛
成
票
の
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
は
、
過
去
六

回
の
ど
れ
よ
り
も
低
い
。
前
回
（
八
七
年
八
月
）
の

七
三
％
と
比
べ
る
と
、
自
由
連
合
推
進
の
世
論
は
大

き
く
後
退
し
た
。
逆
に
反
対
票
は
こ
れ
ま
で
で
二
番

目
に
高
い
数
字
に
な
っ
た
。

前
回
の
投
票
の
時
に
は
、
協
定
推
進
派
に
よ
っ
て

公
務
員
を
動
員
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
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ご
紹
介
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
北
太
平
洋
の
軍
縮
が
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
ヨ
ー
々
ロ
ッ
パ
と
同
じ
よ
う
に
日
本
や
韓

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
太
平
洋
地
域
で
も
大
き
な
変
化

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
は
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

南
太
平
洋
の
島
々
も
こ
の
変
革
の
波
に
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。
世
界
で
初
め
て
非
核
を
宣
言

し
た
ベ
ラ
ウ
や
バ
ヌ
ア
ツ
な
ど
、
非
核
を
唱
え
る
こ

れ
ら
の
小
さ
な
国
々
は
核
兵
器
保
有
国
か
ら
の
様
々

な
圧
力
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

島
々
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
場
に
な
り
、
米
国

や
日
本
か
ら
大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
国
々
の
非
核
や
軍
縮
へ
の
関
心
は
、
海
と
土
地
へ

の
愛
着
に
根
差
し
た
も
の
で
す
。
人
々
は
今
で
も
土

地
に
根
差
し
た
伝
統
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
た
ち
の
土
地
が
基
地
に
す
る
た
め

軍
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
食
物
や
文
化
の
源
で
あ

＊ 

2月]8日（日）連続セミナー
「非核太平洋へ」第1回（東京
主催：「全国運動」）での発言か
ら。（文貨：編集部）
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一
九
九
一
年
に
退
役
が
決
定
し
て
い
る
空
母
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
イ
に
か
わ
っ
て
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
が

ョ
コ
ス
カ
を
母
港
に
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
い
う
。

冷
戦
終
結
も
、
デ
タ
ン
ト
も
ど
こ
吹
く
風
、
ア
メ
リ

力
は
そ
ん
な
に
も
ヨ
コ
ス
カ
が
お
気
に
入
り
な
の
か
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
は
十
六
年
間
ヨ
コ
ス
カ
に
居
す
わ

っ
た
。
い
っ
た
い
誰
が
こ
の
母
港
を
喜
ん
だ
の
だ
ろ

う
。
厚
木
で
は
艦
載
機
に
よ
る
夜
間
離
発
着
訓
練
に

よ
る
爆
音
の
被
害
。
そ
の
被
害
は
三
宅
島
に
お
よ
ぼ

う
と
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
池
子
の
米
軍
住
宅
建
設
。

号3
 
卯巻直号2

 
竺
空
母
一
隻
分
の
人
間
が
い
な
け
れ
ば
、
住
宅
の
不
足

-
「
J日
な
ん
て
こ
と
は
は
じ
め
か
ら
お
こ
ら
な
い
。
わ
か
り

日
き
っ
た
こ
と
だ
が
、
空
母
は
戦
争
の
た
め
の
も
の
。

。
月
一
そ
ん
な
も
の
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
じ
む
は
ず
が

2
 
2
 
年
な
い
。
く
り
か
え
し
問
お
う
．
い
っ
た
い
誰
が
母
港

。，
 

1
9
化
を
喜
ん
だ
の
だ
。

-
T↓
 

発
あ
る
い
は
「
国
防
」
の
た
め
と
政
府
は
い
う
。
し

，イ日2
0
か
し
そ
れ
も
ウ
ソ
だ
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
が
繰
り
返
し

団1
行
っ
た
軍
事
演
習
は
、
緊
張
を
増
幅
す
る
こ
と
は
あ

た
な
か
っ
た
。
そ
し
て
韓
国
・
光
州
事
件
の
時
の
緊

急
出
動
。
そ
れ
は
文
字
通
り
の
民
主
化
へ
の
敵
対
だ

っ
た
。
こ
れ
が
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
母
港
化
の
中
身
だ
。

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
き
て
い
る
民
主
化
の
嵐
は
、

世
界
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
予
告
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
．
た
と
え
ば
、
力
の
強
い
国
が
、

そ
の
軍
隊
を
同
盟
国
（
実
際
は
多
く
の
場
合
支
配
国
、

日
本
も
例
外
で
は
な
い
）
に
駐
留
さ
せ
る
こ
と
は
、

も
は
や
時
代
遅
れ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い

る
よ
う
に
思
っ
．

空
母
の
海
外
母
港
は
世
界
に
た
っ
た
一
っ
、
ヨ
コ

ス
カ
だ
け
だ
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
の
十
六
年
に
つ
づ
き
、

さ
ら
に
大
型
の
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
母
港

を
私
た
ち
が
認
め
る
と
し
た
ら
、
ど
こ
よ
り
も
二
k

主
化
」
が
必
要
な
の
は
、
私
た
ち
の
町
と
い
う
べ
き

だ

ろ

う

。

（

に

）

●
ヨ
コ
ス
カ
「
定
例
デ
モ
ニ
ュ
ー
ス
」
第
一

四
七
号
(
9
0
.
1
.
2
8
)
よ
り
転
載
。

る
海
が
核
で
汚
染
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
非
常
に
敏

感
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
植
民
地
に
な

っ
た
経
験
か
ら
大
国
に
対
す
る
不
信
感
を
強
く
持
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
固
々
に
と
っ
て
核

の
問
題
は
独
立
・
主
権
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で

す
。
あ
る
国
は
七
十
年
以
降
独
立
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
が
、
依
然
と
し
て
植
民
地
の
ま
ま
の
国
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
民
族
と
し
て
の
誇
り
や
ア
イ
ラ
ン

ダ
ー
（
島
し
ょ
住
民
）
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
の
感
情
が
非
常
に
強
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
々
は
、
自
分
た
ち
の
力
を
強
め
る
た

め
に
団
結
し
て
様
々
な
地
域
的
な
繋
が
り
を
作
っ
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
一
九
七
一
年
に
設

立
さ
れ
た
「
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
。
南
太
平
洋

の
国
々
す
べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

核
活
動
に
対
し
て
強
い
皮
対
の
立
場
を
と
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
は
こ
れ
ら
の
連
帯

を
こ
わ
そ
う
と
圧
力
を
か
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
太

平
洋
の
島
々
で
は
、
独
立
と
主
権
と
軍
事
基
地
・
施

設
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
深
刻
な
対
立
が
お
こ
っ
て
い

ま
す
。こ

こ
で
は
、
四
つ
の
国
々
に
つ
い
て
お
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
、
二
つ
は
す
で
に
独
立
し
た
国
、
あ

と
の
二
つ
は
ま
だ
独
立
を
勝
ち
取
っ
て
い
な
い
国
で

す
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
の
ベ
ラ
ウ
、
メ
ラ
ネ
シ
ア

に
属
じ
南
太
平
洋
の
中
心
に
あ
る
独
立
国
フ
ィ
ジ
ー
、

フ
ラ
ン
ス
領
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
（
カ
ナ
ー
キ
ー
）
、

そ
し
て
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ー
一
九
七
五
年
ま

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領
だ
っ
た
国
ー
で
す
。

●横須賀から

空
紐
は
い
ら
な
い

も
う

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
の
班
港
に

反
対
し
よ
う
！

ヽ

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
後
継
に

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス

米
国
防
長
官
が
言
明

横
須
賀
を
母
港
と
す
る
米
海
軍
第

七
艦
隊
の
空
母
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
後

継
問
題
に
つ
い
て
、
米
国
の
チ
ェ
イ

ニ
ー
国
防
長
官
は
二
士
＝
日
午
前
、

東
京
・
内
幸
町
の
日
本
記
者
ク
ラ
プ

で
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
も
①
後

継
は
太
平
洋
配
備
の
通
常
型
空
母
イ

ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
と
す
る
②
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
は
来
年
夏
ま
で
に
退
役
さ

せ
る
、
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
は
日
本
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ビ

ン
か
ら
約
一
割
頭
の
兵
晨
を
削
滅
す

る
が
、
米
第
七
艦
隊
の
醗
力
は
従
来

通
り
維
持
す
る
と
い
う
方
針
を
表
明

し
た
も
の
で
あ
る
。

(”•2..23 
`9)) 

◇
 

チ
ェ
イ
ニ
ー
長
官
が
、
空
母
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
の
醤
艦
を
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ス
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
横
山
和
夫
市

長
は
二
士
＝
日
、
「
地
元
に
い
っ
さ

い
協
議
す
る
こ
と
な
く
発
言
さ
れ
た

の
は
遺
憾
だ
」
と
述
べ
た
。

騒
音
問
題
を
抱
え
て
い
る
米
軍
厚

木
革
地
胴
辺
自
沿
体
の
一
っ
、
大
和

市
の
井
上
孝
俊
市
長
は
「
新
空
母
の

母
港
化
は
憂
慮
に
絶
え
な
い
。
国
や

関
係
猥
関
は
、
全
力
を
挙
げ
て
夜
間

発
贅
訓
練
の
硫
黄
島
移
転
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
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ベ

ラ

ウ

か

ら

蛉

め

ま

し

ょ

う

。

ア

メ

リ

カ

の

四

つ

の

信

託

統

治

領

の

一

っ

ベ

ラ

ウ

で

は

、

二

十

年

間

に

わ

た

っ

て

独

立

の

た

め

の

運

動

が

続

い

て

い

ま

す

。

一

九

七

九

年

、

ベ

ラ

ウ

は

悪

法

を

起

草

し

、

八

十

年

に

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

悪

法

は

非

常

に

強

い

非

核

条

項

を

含

む

も

の

で

し

た

C

核

艦

船

の

入

港

と

一

切

の

核

活

動

を

禁

止

し

、

こ

れ

を

変

え

る

た

め

に

は

国

民

の

七

五

％

以

上

が

同

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

し

て

い

る

の

で

す

。

一

方

、

信

託

統

治

を

終

了

さ

せ

る

た

め

に

政

府

は

米

国

と

の

間

で

「

自

由

連

合

協

定

」

を

結

ふ

た

め

の

交

渉

を

し

て

き

ま

し

た

。

こ

の

自

由

連

合

協

定

と

悪

法

に

は

大

き

な

矛

盾

が

あ

り

ま

す

。

自

由

連

合

協

定

は

四

0
0ペ
ー

ジ

に

及

ぶ

非

常

に

難

解

な

文

書

で

す

が

、

経

済

援

助

と

引

き

換

え

に

米

国

に

半

永

久

的

な

基

地

使

用

の

権

利

を

認

め

る

と

い

う

、

ベ

ラ

ウ

の

人

々

の

非

核

の

願

い

と

は

大

き

な

隔

り

の

あ

る

内

容

の

も

の

で

す

。

こ

れ

を

承

認

せ

よ

と

の

強

い

圧

力

が

か

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

昨

年

一

月

、

ベ

ラ

ウ

議

会

に

ベ

ラ

ウ

の

将

来

を

考

え

る

委

員

会

が

設

置

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

委

員

会

で

は

自

由

連

合

協

定

の

軍

事

条

項

と

悪

法

の

非

核

条

項

直

後

の

五

月

に

軍

事

ク

ー

デ

タ

ー

が

起

こ

さ

れ

、

政

権

は

転

覆

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

後

八

七

年

の

十

二

月

か

ら

こ

の

一

月

ま

で

フ

ィ

ジ

ー

は

軍

事

政

権

に

よ

っ

て

支

配

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

政

権

は

三

つ

の

グ

ル

ー

プ

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

ま

し

た

。

同

盟

党

、

タ

ウ

ケ

イ

運

動

ー

ー

フ

ィ

ジ

ー

先

住

民

の

過

激

な

民

族

主

義

を

主

張

す

る

グ

ル

ー

プ

ー

＇

そ

し

て

ク

ー

デ

タ

ー

を

起

こ

し

た

ラ

ン

プ

カ

中

佐

（

現

少

将

）

を

中

心

と

す

る

軍

人

た

ち

で

す

。

政

府

は

新

し

い

悪

法

を

制

定

し

よ

う

と

計

っ

て

き

ま

し

た

。

そ

れ

は

、

人

口

の

半

分

を

占

め

る

イ

ン

ド

系

住

民

か

ら

力

を

奪

う

こ

と

を

ね

ら

う

も

の

で

し

た

。

今

年

一

月

に

三

人

の

軍

人

は

政

府

を

辞

職

し

ま

し

た

が

、

依

然

と

し

て

悪

法

も

制

定

さ

れ

ず

、

政

権

の

法

的

根

拠

も

確

立

し

て

い

ま

せ

ん

。

注

目

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

は

フ

ラ

ン

ス

の

動

き

で

す

。

フ

ラ

ン

ス

は

ク

ー

デ

タ

ー

を

利

用

し

て

フ

ィ

ジ

ー

軍

部

に

接

近

し

て

、

フ

ラ

ン

ス

の

太

平

洋

で

の

核

政

策

に

対

し

て

フ

ィ

ジ

ー

が

と

っ

て

き

た

批

判

的

立

場

を

止

め

さ

せ

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

フ

ィ

ジ

ー

は

南

太

平

洋

で

は

パ

プ

ア

・

ニ

ュ

ー

ギ

ニ

ア

に

枇

ぐ

大

き

な

国

と

し

て

、

フ

ラ

ン

ス

の

植

民

地

政

策

や

核

実

験

に

対

し

て

南

太

平

洋

フ

ォ

ー

ラ

ム

や

固

連

の

場

で

強

い

批

判

を

し

て

き

ま

し

た

。

そ

こ

で

、

フ

ラ

ン

ス

は

経

済

的

、

軍

事

的

援

助

に

よ

っ

て

そ

の

立

場

を

か

え

さ

せ

よ

う

と

し

て

い

る

の

で

す

。

非
核
窓
法

危
機
に
立
つ

と

の

矛

盾

を

解

消

す

る

た

め

の

悪

法

改

正

は

行

わ

な

い

、

と

合

意

し

ま

し

た

。

委

員

会

の

メ

ン

バ

ー

の

一

部

が

昨

年

の

四

月

に

訪

米

し

、

交

渉

の

場

を

持

ち

ま

し

た

。

そ

し

て

、

五

月

に

は

副

大

統

領

が

米

領

グ

ァ

ム

に

行

き

、

「

自

由

連

合

協

定

」

へ

の

追

加

条

項

に

合

意

し

ま

し

た

。

こ

の

特

別

条

項

で

も

、

ベ

ラ

ウ

を

軍

事

利

用

し

た

い

と

い

う

米

国

の

要

望

は

取

り

消

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

ア

メ

リ

カ

は

海

軍

基

地

、

空

軍

基

地

、

さ

ら

に

ジ

ャ

ン

グ

ル

戦

用

の

訓

練

場

を

作

り

た

い

と

し

て

い

ま

す

。昨

年

の

六

月

、

米

国

議

会

は

自

由

連

合

協

定

を

批

准

し

ま

し

た

。

ベ

ラ

ウ

に

も

協

定

を

批

准

す

る

た

め

に

再

度

国

民

投

票

を

行

え

と

の

強

い

圧

力

が

か

け

ら

れ

（

そ

れ

ま

で

六

度

の

国

民

投

票

が

行

わ

れ

、

そ

の

都

度

自

由

連

合

協

定

は

拒

否

さ

れ

て

き

た

…

絹

集

部

）

昨

年

七

月

、

ベ

ラ

ウ

の

下

院

は

、

国

民

投

票

を

行

う

事

を

決

め

ま

し

た

。

ま

た

悪

法

改

正

の

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

が

展

開

さ

れ

、

議

会

に

は

志

法

改

正

の

た

め

の

ロ

ビ

ー

活

動

が

活

発

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

協

定

批

准

の

た

め

に

必

要

な

国

民

の

賛

成

率

を

七

五

％

か

ら

五

〇

％

に

引

き

下

げ

よ

う

と

の

狙

い

で

し

た

。

こ

の

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

に

は

多

額

の

資

金

が

投

入

さ

れ

ま

し

た

が

、

そ

の

出

所

は

不

明

で

す

。

結

局

、

こ

の

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

は

失

敗

し

ま

し

た

。

十

二

月

に

議

会

と

伝

統

的

な

指

導

者

た

ち

が

集

ま

っ

て

、

こ

の

パ

ー

セ

ン

テ

イ

ジ

の

変

更

は

行

わ

な

い

こ

と

が

確

認

さ

れ

ま

し

た

。

そ

フ

ラ

ン

ス

は

ク

ー

デ

タ

ー

の

後

、

ル

ノ

ー

の

ト

ラ

ッ

ク

を

五

十

六

台

、

さ

ら

に

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

を

フ

ィ

ジ

ー

に

送

っ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

は

経

済

発

展

や

災

害

救

助

の

た

め

の

も

の

だ

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

ト

ラ

ッ

ク

の

う

ち

四

十

台

は

軍

事

用

に

回

さ

れ

て

い

ま

す

し

、

八

台

は

替

察

が

使

っ

て

い

ま

す

。

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

を

操

縦

し

て

い

る

の

は

フ

ィ

ジ

ー

の

軍

人

で

す

。

昨

年

八

月

に

は

ミ

シ

ェ

ル

・

ロ

カ

ー

ル

首

相

が

フ

ラ

ン

ス

の

首

相

と

し

て

は

初

め

て

フ

ィ

ジ

ー

を

訪

れ

ま

し

た

。

私

は

、

ロ

カ

ー

ル

首

相

が

訪

問

し

た

と

き

フ

ィ

ジ

ー

に

い

ま

し

た

が

、

首

相

到

着

の

五

日

前

、

フ

ィ

ジ

ー

の

ラ

ジ

オ

は

「

ロ

カ

ー

ル

首

相

の

滞

在

中

は

、

反

核

の

T
シ

ャ

ツ

を

着

る

こ

と

を

禁

止

す

る

」

と

放

送

し

て

い

ま

し

た

。

到

着

の

日

、

反

核

の

T
シ

ャ

ツ

を

着

て

空

港

に

行

っ

た

Y
W
C
Aの
会

長

は

、

そ

の

場

で

晉

察

に

逮

捕

さ

れ

ま

し

た

。

Y
W
C
Aと

F
A
N
G
(
「

フ

ィ

ジ

ー

反

核

グ

ル

ー

プ

」

）

は

、

抗

議

集

会

を

計

画

し

ま

し

た

が

、

軍

に

よ

っ

て

禁

止

＊
 

＊
 

す
る
フ
ラ
ン
ス

フ

ィ

ジ

ー

で

も

非

核

に

対

す

る

攻

撃

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

フ

ィ

ジ

ー

は

七

十

年

に

独

立

し

八

七

年

ま

で

同

盟

党

が

政

権

を

握

っ

て

い

ま

し

た

が

、

八

七

年

四

月

、

労

働

党

を

中

心

と

す

る

連

合

政

権

が

成

立

し

ま

し

た

。

労

働

党

勝

利

の

大

き

な

原

因

は

労

働

組

合

政

策

、

社

会

福

祉

、

女

性

の

権

利

の

保

障

な

ど

で

し

た

が

、

同

時

に

労

働

党

は

非

常

に

強

い

非

核

政

策

を

と

っ

て

い

て

、

核

艦

船

の

入

港

禁

止

と

非

同

盟

運

動

へ

の

参

加

を

公

約

し

て

い

ま

し

た

。

こ

れ

に

対

し

て

政

権

発

足

さ

れ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

街

頭

行

動

が

禁

止

さ

れ

た

の

で

、

y

w
C
Aの
建

物

の

窓

に

反

核

の

横

断

幕

を

出

し

、

建

物

の

中

で

昼

休

み

集

会

を

開

催

し

て

抗

議

の

意

思

を

あ

ら

わ

し

ま

し

た

。

ま

た

、

反

核

映

画

の

上

映

会

も

行

わ

れ

ま

し

た

。

軍

部

は

人

々

が

反

核

を

表

明

す

る

こ

と

を

大

変

恐

れ

て

い

ま

す

。

ス

バ

港

（

ス

バ

は

フ

ィ

ジ

ー

の

首

都

9
,
•編
集
部
）
に
フ
ラ
ン
ス
の
軍
艦
が
入
港
し
た
時
に

も

抗

議

行

動

を

阻

止

し

ま

し

た

。

軍

は

ス

バ

の

近

く

の

ウ

ド

ゥ

ア

・

ポ

イ

ン

ト

に

海

軍

基

地

を

新

し

く

作

る

計

画

を

発

表

し

、

フ

ラ

ン

ス

か

ら

巡

視

艇

を

買

う

こ

と

も

計

画

し

て

い

ま

す

。

フ

ラ

ン

ス

は

ウ

ド

ゥ

ア

・

ポ

イ

ン

ト

の

海

軍

基

地

の

漣

設

の

た

め

に

二

千

万

ド

ル

の

対

政

府

援

助

を

行

っ

た

と

も

噂

さ

れ

て

い

ま

す

。

一

九

八

七

年

に

も

そ

の

噂

は

あ

り

、

フ

ラ

ン

ス

政

府

は

そ

れ

を

否

定

し

ま

し

た

。

し

か

し

、

ロ

カ

ー

ル

首

相

の

訪

問

後

で

は

、

こ

の

噂

は

真

実

だ

と

多

く

の

人

々

は

信

じ

て

い

ま

す

。

●

●

つ

づ

く

ニ
ッ
ク
・
マ
ク
レ
ラ
ン
氏
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
メ
ル
ポ
ル
ン

在
住
。
民
間
の
海
外
援
助
機
関
に
働
き
な
が
ら
各
地
を
訪
ね
、
非

核
独
立
の
運
動
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
る
。
非
核
独
立
太
平
洋
運

動
の
月
刊
機
関
祇
「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
プ
レ
テ
ィ
ン

編
集
委
員
。
海
の
軍
債
撤
廃
を
！
・
太
平
洋
運
動

(
P
C
’
~
D
S
)
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
。
今
回
、
ソ
ウ
ル
で
｛
冗
固
迎
動
の
運
営
会

諾
の
帰
途
来
日
し
、
東
京
と
大
阪
で
詣
演
を
行
っ
た
．
‘

軍
部
に
急
接
近

し

て

先

日

、

二

月

六

日

に

七

回

目

の

国

民

投

票

が

行

わ

れ

ま

し

た

¢

私

は

あ

い

に

く

ソ

ウ

ル

に

い

ま

し

た

の

で

、

結

果

を

知

り

ま

せ

ん

。

ど

な

た

か

ご

存

じ

で

す

か

。

（

会

場

か

ら

）

詳

し

い

こ

と

は

わ

か

り

ま

せ

ん

が

。

六

0
％

が

賛

成

、

三

五

％

が

反

対

で

、

自

由

連

合

協

定

は

批

准

さ

れ

ま

せ

ん

で

し

た

。

投

票

率

が

大

変

低

く

、

三

千

人

ほ

ど

が

棄

権

し

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

（

反

核

パ

シ

フ

ィ

ッ

ク

セ

ン

タ

ー

東

京

・

F

)

。

こ

の

よ

う

に

、

自

由

連

合

協

定

を

め

ぐ

る

状

況

は

ま

だ

長

引

き

そ

う

で

す

。
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*
1
9
9
0年

2
月

20日
現

在

各

港

へ

の

原

子

力

艦

の

入

港

回

数

は

、

横

須

賀

2
回

(
2
.
2
0
)
 

(

2

.

1

9

)

 

(

2

.

1

4

)

 

(

L

級

）

オ

マ

ハ

に

入

港

パ

フ

ァ

ー

(

S

級

）

午

前

9
時

30

分

ホ

ワ

イ

ト

ピ

ー

チ

に

入

港

30分
後

の

午

前

10時
に

出

港

オ

マ

ハ

(

L

級

）

午

前

9
時

50分

横

須

賀

を

出

港

（

う

ち

原

潜

2
回

）

（

前

号

ま

で

）

テ

，

ー

マ

と

し

て

定

着

し

た

北

太

平

洋

の

軍

縮

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

事

件

の

国

際

性

P
A
C
E
Xへ
の

関

心

「

ア

メ

リ

カ

の

湖

」

に

面

す

る

基

地

群

シ

ア

ト

ル

周

辺

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

周

辺

ト

レ

ジ

ャ

ー

・

ア

イ

ラ

ン

ド

の

あ

と

、

北

東

に

約

四

0
キ

ロ

走

っ

て

コ

ン

コ

ー

ド

海

軍

兵

器

蔽

を

み

た

。

か

ね

て

か

ら

、

ぜ

ひ

訪

問

し

た

い

と

考

え

て

い

た

基

地

で

あ

っ

た

。一

九

八

七

年

六

月

以

来

、

エ

ル

・

サ

ル

バ

ド

ー

ル

へ

の

弾

薬

輸

送

に

反

対

し

て

、

コ

ン

コ

ー

ド

か

ら

ポ

ー

ト

・

シ

カ

ゴ

の

桟

橋

に

向

か

う

線

路

で

座

リ

込

み

や

抗

議

が

続

い

て

い

た

。

九

月

一

日

、

座

リ

込

ん

で

い

た

数

人

の

抗

議

団

に

対

し

て

、

命

令

を

受

け

た

弾

薬

輸

送

列

車

が

ス

ピ

ー

ド

を

落

と

さ

ず

に

突

っ

込

ん

だ

。

時

速

五

マ

イ

ル

の

制

限

速

度

の

三

倍

の

ス

ピ

ー

ド

で

あ

っ

た

。

こ

の

恐

る

べ

き

蛮

行

に

よ

っ

て

、

リ

ー

ダ

ー

の

プ

ラ

イ

ア

ン

・

ウ

イ

ル

ソ

ン

氏

が

礫

か

れ

て

両

足

を

失

っ

た

。

そ

の

と

き

以

来

、

そ

こ

で

は

一

日

二

四

時

間

体

制

で

座

リ

込

み

が

続

け

ら

れ

て

い

る

。

彼

ら

の

行

動

は

ニ

ュ

ー

ル

ン

ベ

ル

グ

・

ア

ク

シ

ョ

ン

と

呼

ば

れ

る

。
『

私

た

ち

が

線

路

に

座

り

込

ん

だ

り

、

弾

薬

輸

送

ト

ラ

ッ

ク

を

止

め

た

リ

、

あ

る

い

は

基

地

の

な

か

に

入

リ

こ

ん

だ

リ

す

る

と

き

、

私

た

ち

は

法

に

不

服

従

を

し

て

い

る

の

で

は

な

い

。

む

し

ろ

私

た

ち

は

、

非

暴

力

の

方

法

で

法

の

侵

犯

を

止

め

よ

う

と

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

私

た

ち

は

、

こ

の

行

動

を

国

際

法

と

精

神

法

へ

の

〈

市

民

的

服

従

〉

と

呼

ぶ

。

』

コ
ン
コ
ー
ド
海
軍
兵
器
厳

レ

イ

ク

・

シ

ャ

ン

。

フ

レ

ン

は

、

多

目

標

を

同

時

に

ミ

サ

イ

ル

攻

撃

で

き

る

最

新

の

洋

上

防

空

イ

ー

ジ

ス

シ

ス

テ

ム

を

搭

載

し

た

タ

イ

コ

ン

デ

ロ

ガ

級

ミ

サ

イ

ル

巡

洋

艦

で

、

同

じ

イ

ー

ジ

ス

艦

の

ピ

ン

セ

ン

ス

と

は

同

型

で

あ

る

。

核

弾

頭

付

き

の

巡

航

ミ

サ

イ

ル

・

ト

マ

ホ

ー

ク

を

発

射

で

き

る

垂

直

発

射

装

置

V
L
S

(

2

.

H

l

)

 

(

2

.

2

1

)

 

佐

世

保

に

入

港

佐

世

保

を

出

港

右

手

に

海

軍

兵

器

薇

の

正

門

を

見

て

し

ば

ら

く

行

く

と

強

い

日

差

し

の

な

か

に

パ

ラ

ソ

ル

が

見

え

た

。

数

人

の

男

女

が

屯

し

て

い

る

。

そ

こ

が

座

リ

込

み

の

場

所

で

あ

っ

た

。

思

わ

ず

厳

粛

な

気

持

ち

に

身

が

引

き

締

ま

っ

た

。

案

内

の

在

米

韓

国

人

の

鄭

民

（

チ

ョ

ン

・

ミ

ン

）

さ

ん

は

、

七

月

の

朝

鮮

半

島

南

北

平

和

行

進

に

ウ

イ

ル

ソ

ン

氏

が

参

加

し

た

つ

て

で

、

こ

の

場

所

は

三

度

め

の

訪

問

で

あ

っ

た

。

現

在

座

り

込

み

の

中

心

的

な

世

話

役

を

し

て

い

る

ジ

ェ

ニ

フ

ァ

ー

＇

・

ビ

ー

レ

ッ

ク

さ

ん

が

私

た

ち

を

出

迎

え

た

。

彼

女

は

、

ウ

イ

ル

ソ

ン

氏

と

し

ば

し

ば

言

葉

を

交

わ

し

た

こ

と

の

あ

る

ハ

ー

リ

ン

と

い

う

海

軍

少

佐

の

変

死

に

つ

い

て

語

っ

た

。

海

軍

少

佐

は

、

議

会

の

調

査

会

で

こ

の

事

件

に

つ

い

て

証

言

を

し

た

翌

日

に

、

自

宅

で

む

ご

た

ら

し

く

殺

さ

れ

て

い

た

。二
つ
の
裁
判
が
続
い
て
い
る
。
•
―
つ
は
言
う
ま
で

も

な

く

ウ

イ

ル

ソ

ン

氏

殺

害

未

遂

の

軍

の

責

任

を

追

及

す

る

裁

判

で

あ

る

。

と

こ

ろ

が

も

う

―

つ

の

裁

判

と

い

う

の

は

、

こ

と

も

あ

ろ

う

に

海

軍

側

が

、

ウ

イ

ル

ソ

ン

氏

と

一

緒

に

座

り

込

ん

で

い

た

同

志

が

ウ

イ

ル

ソ

ン

氏

を

突

き

飛

ば

し

た

と

し

て

告

発

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。
数

日

後

、

渦

厚

な

一

人

の

老

人

と

戦

争

抵

抗

者

同

盟

の

会

合

に

向

か

う

車

の

な

か

で

偶

然

に

出

会

っ

た

。

彼

は

私

を

そ

の

会

合

に

連

れ

て

い

っ

て

く

れ

る

運

転

手

で

あ

っ

た

。

話

を

き

い

て

い

て

彼

が

海

軍

に

告

発

正

午

横

須

賀

(

2

.

1

8

)

 

(

2

.

1

2

)

 

(

2

.

5

)

 

(

l

.

2

9

)

 

レ

イ

ク

・

シ

ャ

ン

。

フ

レ

ン

に

入

港

レ

イ

ク

・

シ

ャ

ン

。

フ

レ

ン

を

出

港

レ

イ

ク

・

シ

ャ

ン

プ

レ

ン

に

入

池

レ

イ

ク

・

シ

ャ

ン

。

フ

レ

ン

を

出

港

フ

ァ

イ

フ

フ

ァ

イ

フ

横

須

賀

p
級
II

S
級
II

L
級
11

9
0
.
1
.
2
3
i
2
.
2
0
 

（

原

子

力

潜

水

艦

パ

ー

ミ

ッ

ト

級

）

（

原

子

力

潜

水

艦

ス

タ
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よ
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0
回

（
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ち
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潜

0
回

）

3
回

（

う

ち

原

潜

3
回

）

5
回

（

う

ち

原

潜

5
回

）

＊

お

詫

び

＂

前

号

で

今

年

の

横

須

賀

へ

の

入

港

回

数

l

を

2
回

と

し

た

の

は

1
回

の

誤

り

で

し

た

。

米

韓

合

同

演

習

（

チ

ー

ム

ス

ピ

リ

ッ

ト

）

の

か

ら

み

で

、

相

次

ぎ

垂

直

発

射

装

置

V
L
Sを
装

備

し

た

イ

ー

ジ

ス

艦

な

ど

が

入

港

し

た

。

イ
ー
ジ
ス
匿
稲
．
災
ぎ
入
急

を

2
基

装

備

し

て

お

り

、

核

卜

マ

ホ

ー

ク

搭

載

の

疑

い

が

も

た

れ

て

い

る

。ま

た

、

フ

ァ

イ

フ

は

、

ト

マ

ホ

ー

ク

を

含

む

ミ

サ

イ

ル

を

計

六

一

発

発

射

で

き

る

垂

直

発

射

装

置

V
L
S
l基
を

搭

載

し

た

駆

逐

艦

で

あ

る

。

レ

イ

ク

・

シ

ャ

ン

プ

レ

ン

、

フ

ァ

イ

フ

の

入

港

で

、

佐

世

保

に

は

、

核

承

認

済

艦

7
隻

が

入

港

し

た

こ

と

に

な

る

。

こ

れ

ほ

ど

大

量

の

核

兵

器

が

配

備

さ

れ

れ

ば

、

r万
が

一

の

事

態

」

に

な

れ

ば

佐

世

保

や

横

須

賀

は

当

然

、

一

連

の

攻

撃

対

象

に

な

っ

て

し

ま

う

。

そ

う

な

る

ま

え

に

、

私

達

の

手

で

核

兵

器

を

廃

絶

さ

せ

よ

う

！
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会計報告

(90. 1. 17~2. 19) 

l収人J
OIiij月からの繰越

経常繰越
借入金繰越

（）今月の収入

会費収人

「—維持団体
内 維持個人
参加団体

訳 参hll個人
一辿伍会Ll

カンパ収人

行動収入

資料収人

反核ホットライン収人

アンケート調査収人

雑収人

し文出］

●今月の支出

家貨（］月分）

水道光熱性

屯話代

郵送費

文貝代

印刷it

行動1t
資料経貨

反核ホットライン経貨

アンケート乱l査経費

郵i史伽替等手数科

●次月への繰越

経常繰越
借入金繰越

△ 16, 114 

233,886 
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100↑000 
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サ
ン
ジ
ェ
ゴ
が
巨
大
な
産
軍
複
合
都
市
で
あ
る
こ

と
は
、
港
を
見
る
ま
で
実
感
で
き
な
い
。
空
港
に
は

日
本
人
観
光
客
が
溢
れ
、
街
の
雰
囲
気
は
南
国
の
リ

ゾ
ー
ト
地
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

近
辺
の
印
象
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
と

か
け
離
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
は
ま
さ
に
そ

ヽ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
へ
人
、
J
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
&

サ
ン
ジ
エ
ゴ
周
辺

さ
れ
て
い
る
当
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
物
静

か
に
淡
々
と
語
る
彼
の
語
り
口
を
聴
い
て
い
て
、
私

は
言
い
尽
せ
な
い
よ
う
な
感
情
に
と
ら
わ
れ
た
。
権

カ
ヘ
の
押
さ
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
憎
し
み
と
、
人

間
の
善
意
へ
の
深
い
敬
愛
の
気
持
ち
が
入
り
交
じ
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

コ
ン
コ
ー
ド
の
悲
劇
が
、
こ
ん
な
に
も
深
い
社
会

的
な
根
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
私
は
そ
こ
を
訪
問

す
る
こ
と
な
し
に
は
知
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
だ

ろ
うジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
に
案
内
さ
れ
て
9

彼
女
た
ち
が
「

核
区
域
」
と
呼
ん
で
い
る
バ
ン
カ
ー
を
見
た
。
核
兵

器
の
積
み
出
し
に
使
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
桟
橋
も
見

た
。
今
後
、
こ
こ
を
出
る
船
と
日
本
に
来
る
船
と
照

合
し
会
う
こ
と
を
約
束
し
て
コ
ン
コ
ー
ド
に
別
れ
を

告
げ
た
。ア

ラ
メ
ダ
海
軍
航
空
基
地

陽
も
傾
き
か
け
た
こ
ろ
、
ア
ラ
メ
ダ
海
軍
航
空
基

地
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
軍

事
化
の
心
臓
部
で
あ
る
。
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
と
カ

ー
ル
ビ
ン
ソ
ン
と
い
う
二
隻
の
原
子
力
空
母
の
母
港

で
あ
リ
、
ア
ー
カ
ン
サ
ス
、
テ
キ
サ
ス
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
と
い
う
三
隻
の
原
子
力
巡
洋
艦
も
こ
こ
を
母

港
に
し
て
い
る
。

ど
こ
か
基
地
の
よ
く
見
え
る
場
所
へ
行
き
た
い
と

る
。
世
界
初
の
原
子
力
潜
水
艦
ノ
ー
チ
ラ
ス
号
が
一

九
八

0
年
に
退
役
し
た
場
所
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
、

今
回
の
基
地
見
学
の
旅
で
唯
一
回
、
基
地
の
ガ
ー
ド

に
見
と
が
め
ら
れ
、
外
か
ら
の
撮
影
す
ら
禁
止
さ
れ

た
。
紙
面
の
都
合
で
詳
し
い
報
告
は
割
愛
す
る
。

い
う
私
の
要
求
で
、
鄭
民
さ
ん
は
、
地
図
を
頼
り
に

車
を
走
ら
せ
た
。
そ
し
て
何
人
か
の
太
公
望
が
釣
り

糸
を
垂
れ
て
い
る
突
堤
に
行
き
着
い
た
。
車
を
降
リ

て
足
場
の
悪
い
岩
場
を
ど
ん
ど
ん
海
の
真
ん
中
へ
と

歩
い
て
行
く
と
、
そ
こ
は
誠
に
格
好
な
軍
艦
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
の
場
所
で
あ
っ
た
。

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が
い
た
。
夕
日
の
加
減
で
見

え
に
く
か
っ
た
が
、

6
5
の
軍
艦
番
号
が
識
別
で
き

た
。
ブ
リ
ッ
ジ
の
も
う
一
方
の
側
に
は
、
賞
を
獲
得

し
た
こ
と
を
誇
る

E
の
文
字
が
大
き
く
書
か
れ
て
い

た
。
甲
板
に
は
、
大
勢
が
作
業
を
し
て
い
た
。

あ
と
で
知
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
二
日
後
に
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ズ
は
出
航
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾

の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

し
か
し
港
と
基
地
を
見
た
と
き
、
印
象
は
全
く
一

変
す
る
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
機
構
の
巨
大
さ
と
そ
れ
を

支
え
る
軍
国
思
想
の
根
強
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
正
直

言
っ
て
、
こ
ん
な
海
軍
と
戦
っ
た
日
本
は
何
と
無
謀

で
狂
信
的
な
国
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。

サ
ン
ジ
ェ
ゴ
平
和
資
料
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
ロ
ル
・

ジ
ャ
ー
ン
コ
ウ
さ
ん
が
、
私
を
先
ず
案
内
し
て
く
れ

た
の
は
、
港
と
ノ
ー
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
（
今
で
は
陸
続

き
）
を
一
望
で
き
る
カ
ブ
リ
ロ
国
立
公
固
で
あ
っ
た
。

視
界
よ
く
晴
れ
て
い
た
が
、
遠
方
が
霞
ん
で
良
く
見

え
な
い
ほ
ど
に
広
大
な
入
江
の
ほ
と
ん
ど
が
海
軍
基

地
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
横
須
賀
の
場
合
と
地
形
が

地
域
ピ
ー
ス
ネ
イ
ビ
ー
（
こ
こ
で
は
平
和
船
団
を
こ

う
呼
ぶ
）
の
ボ
ブ
・
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
が
「
原
子
炉
の

燃
料
交
換
の
た
め
に
東
海
岸
へ
向
か
っ
た
」
と
確
信

を
持
っ
て
語
っ
た
の
で
、
私
は
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

は
P
A
C
E
X
に
参
加
し
な
い
と
判
断
し
た
。
日
本

に
帰
っ
た
と
き
、
私
は
こ
れ
を
多
く
の
人
々
に
伝
え

た
が
、
結
果
的
に
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
情

報
は
充
分
に
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、

改
め
て
肝
に
銘
じ
た
。

翌
日
、
ネ
ル
ゾ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
氏
の
案
内
で
メ

ア
・
ア
イ
ラ
ン
ド
海
軍
造
船
所
を
見
た
。
正
面
に
ア

メ
リ
カ
海
軍
最
初
の
造
船
所
(
-
八
五
四
）
を
記
念

す
る
大
き
な
錨
が
飾
っ
て
あ
る
由
緒
あ
る
場
所
で
あ

全
く
異
な
る
の
で
比
較
が
難
し
い
が
、
基
地
の
海
岸

線
を
丸
く
は
か
っ
た
長
さ
が
、
横
須
賀
の
場
合
、
吾

妻
島
、
浦
郷
地
区
も
含
め
て
約
一

0
キ
ロ
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
こ
こ
は
約
五
0
キ
ロ
に
達
す
る
。
し
か

も
そ
れ
が
凹
凸
の
少
な
い
形
で
展
開
し
て
い
る
の
で

ス
ケ
ー
ー
ル
の
大
き
さ
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
海
軍
の
軍
艦
の
二
九
バ
ー
セ
ン
ト
が
こ

こ
を
母
港
に
し
て
い
る
。

ハ
ー
バ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
遊
覧
船
に
乗

っ
た
。
海
軍
基
地
や
軍
艦
の
一
っ
―
つ
を
誇
ら
し
げ

に
説
明
す
る
声
が
流
れ
る
。
キ
ャ
ロ
ル
の
話
だ
と
説

明
員
に
よ
っ
て
は
、
核
兵
器
を
積
ん
で
い
る
と
さ
え

説
明
す
る
そ
う
で
あ
る
。
「
写
真
撮
影
は
す
べ
て
自

由
で
す
」
と
言
わ
れ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

P
A
C
E
X
の
た
め
に

基
地
は
異
例
に
す
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
こ

こ
を
母
港
に
す
る
一
＿
一
隻
の
空
母
の
う
ち
の
一
隻
レ
ン

ジ
ャ
ー
や
ト
マ
ホ
ー
ク
艦
メ
リ
ル
、
原
子
力
巡
洋
艦

ト
ラ
ク
ス
タ
ン
な
ど
馴
染
み
の
船
を
含
め
ウ
ン
ザ
リ

す
る
ほ
ど
多
く
の
軍
艦
が
港
に
は
浮
か
ん
で
い
た
。

ま
だ
建
造
中
の
イ
ー
ジ
ス
艦
も
あ
っ
た
。
空
母
艦
載

機
の
た
め
の
海
軍
航
空
基
地
は
、
J
ー
ス
ア
イ
ラ
ン

ド
と
ミ
ラ
マ
ー
の
二
個
所
に
あ
り
、
日
本
と
同
じ
よ

う
に
演
習
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
し
か
し
、
広
大
な

面
積
と
緩
衝
地
帯
の
た
め
に
騒
音
被
害
は
軽
滅
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

日
を
改
め
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
近
い
シ
ェ
ラ
ビ
ー

メア・アイランド誨軍迭船所

ズ・ポイント

·•~. 
ー•シアトル —,. `·—•一、ー·

ヽ

9, 9 9ザ
',l<:H 

ロングビーチ ' 

シアルビ,...ーチ誨軍兵器廠

アメリカ合欺
ンゼルス

ンディエゴ

ノプ［こ

ミラマー狐軍航空基地
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新刊パンフレッ卜

生命の海へ
非核・独立の太平洋ベーシック
ニック・マクレラン

ロベティ・セニトウリ

オーエン・ウィ）カス

話題の国々
パヌアッ／フィジー／

東チモール／ペラウ／

ニュージ＿ランド／

カナーキー／タヒチ

ファクト・シート
南洋庁／日本占領／基地／

核実験／海、羊投棄I
ODA/笹川財団／

週洋漁業／NFIP/PCDS

資料

非核憲法／非核法／

非核地帯条約／

非核独立太平洋憲章／

倉成ドクトリン

伝説

地図・統計

チ
海
軍
兵
器
廠
、
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
海
軍
基
地
を
訪
れ

た
が
紙
幅
も
尽
き
た
。
そ
の
途
中
で
見
た
キ
ャ
ン
プ

・
ペ
ン
ド
ル
ト
ン
海
兵
隊
基
地
に
つ
い
て
一
言
触
れ

て
終
わ
り
た
い
。
そ
の
面
積
は
五
一
0
平
方
キ
ロ
、

つ
ま
り
淡
路
島
よ
り
少
し
小
さ
い
だ
け
の
山
あ
り
谷

あ
り
の
広
大
な
基
地
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
戦
争

の
演
習
で
は
な
く
、
戦
争
そ
の
も
の
を
行
な
う
こ
と

が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

次
回
は
、
基
地
と
環
境
問
題
を
報
告
す
る
。
、

読んで・見て・知る

編集●「生命の海へ」
編集委員会

発行●トマホークの虻備
を許すな！全国連動

定価●600円
(1 0部以上500円）

太平洋

＊
編
集
部
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稲
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
＊
紙
面
へ
の
ご
意
見
、
提
案
、
随
想
、

近
況
報
告
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
＊
締
切
り
は
毎
月

十
日
。
＊
字
数
は
二
0
0
0
字
ま
で
。
＊
お
名
前
を

公
表
し
て
よ
い
か
、
あ
る
い
は
イ
ニ
シ
ア
ル
、
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
忘
れ
な
く
。

投
稿
歓
迎
！

＊

編

集

＊

定

価

月
刊
ト
マ
喰
い
虫
第
五
十
二
号

月
刊
反
ト
マ
ホ
ー
ク
通
信
改
題
改
題
第
二
号

一
九
九
0
年
二
月
二
十
日
発
行
（
通
巻
五
十
三
号

＊

発

行

ト

マ

ホ

ー

ク

の

配

備

を

許

す

な

1
・

全

固

運

動

〒
一
五
0

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
ニ
ー
五
ー
九
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求ム！ スタッフ、助っ人
●編集から印刷、発送まで「トマ喰い虫」はすべて手

作りです。ミニコミ作りに興味ある人、平和運動の新

しい情報に触れてみたい人、イラストやデザインをや

ってみたい人、とにかく何かやってみようと思ってる

あなた！ 大歓迎します。

●発送を手伝ってくれませんか？ 毎月20日直後の日

曜日、トマ喰い虫社分室（東横線日吉駅下下車044-63

-5101)で。次回は

3 fj 2 5日（日）午後2時から，


